
平成２８年度「宮本武之輔を偲び顕彰する会」活動報告 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　「宮本武之輔を偲び顕彰する会」は、平成１８年に設立し、土木黎明期において活躍した、

土木技術者「宮本武之輔」の功績や生き方を、多くの人々に知ってもらうため、各種の顕彰活

動を行っており 
○人物像や功績を知るために「宮本武之輔」が残した日記等の音読や興居島での調査 
○広報活動としての講演会・シンポジュームの開催 
○信濃川大河津分水可動堰の現地視察 
○功績の地である新潟燕市や民間団体との交流 
○顕彰活動及び地元のシンボルとなる銅像設立及び顕彰碑清掃活動 
○情報発信の柱となるホームページの開設や会創立５周年記念誌の作成 

などに取り組んでまいりました。 

　平成２８年度は、これまでの活動が大きく実を結んだ年となり、通常活動の例会に加え創立

１０周年記念大会で講演会等開催いたしました。 

【創立１０周年記念大会】 
平成２９年４月２２日に松山市道後の「にぎたつ会館」において、「創立１０年記念大会」

を開催いたしました。 
大会には、野志松山市長、名波四国地方整備局長、樋口愛媛県土木部長を始め、多くの来賓

の出席や、松田前建設技術協会会長（元河川局長）を含む約８０名の参加者のもと、宮本武之

輔を偲び顕彰する会１０周年の歩みの発表、古川副会長による演題「恩師広井勇と宮本武之輔

に学ぶ」の記念講演、生誕地松山市興居島に建立した銅像に加え第二の銅像の除幕式、興居島

中学校生徒４名による「松山市・燕市交流事業報告」の発表を行い、成功裡に終了いたしまし

た。 

【創立１０周年記念誌作成】 
　前回の創立５周年記念誌に引き続き、創立１０周年記念誌を作成するため準備を進め、この

５年間の活動内容やこれまでで一番大規模な活動であった２７年度の「宮本武之輔交流事業」

の記録を中心に約８０ページの記念誌を作成し、創立１０周年記念大会出席者等に配布いたし

ました。 

【宮本武之輔顕彰碑の清掃活動】 
　平成２９年１月７日の清掃活動には、会員７名が参加し、約２時間をかけ銅像及び顕彰碑周

辺の植栽の剪定等を実施しました。 

　最後に、当会は「四国の川を考える会」に御支援を頂きながら、これまで活動を続けること

ができ、創立１０周年の記念大会を開催することができました。今後も、信濃川大河津分水路

可動堰建設事業をはじめとする宮本武之輔の数々の功績を広めることにより、第二・第三の土

木偉人が育つよう、会員一同力を合わせ、着実に活動を広げていくこととしております。 

「宮本武之輔を偲び顕彰する会」ホームページ 
　http://miyamoto-takenosuke.biz/



創立10周年記念大会
（平成29年4月22日 松山市道後「にぎたつ会館」）

創立１０周年記念大会には、野志松山市長、名波四国地方整備局長、樋口愛媛県土
木部長を始め、多くの来賓の出席や、松田前建設技術協会会長（元河川局長）を含む
約８０名の参加者のもと盛大に開催いたしました。

大会では、宮本武之輔を偲び顕彰する会１０周年の歩みの発表、古川副会長による
演題「恩師広井勇と宮本武之輔に学ぶ」の記念講演、生誕地松山市興居島に建立した
銅像に加え第二の銅像の除幕式、興居島中学校生徒４名による「松山市・燕市交流事
業報告」の発表を行い、成功裡に終了いたしました。



宮本武之輔顕彰碑の清掃活動
（平成29年1月7日 興居島由良）

作業時間：2時間
参加者：7名
感想：思った以上に周りの植栽が伸びており、予定時間を大
幅に超えての作業となったが、思い切った剪定できれいに
なった顕彰碑を見て大満足でした。


